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は
じ
め
に
ｌ
い
く
つ
か
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
大
震
災
後
の
文
化
復
興
へ
の
取
り
組
み
前
年
３
月
ｎ
日
の
未
曾
有
の
災
害
か
ら
一
年
が
経
ち
、
世
の
中
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
た
。
し
か
し
、
彼
の
大
災
害
の
前
と
後
で
は
日
常
の
生
活
に
大
き
な
変
化
は
認
め
ら
れ
な
い
も
の
の
、
人
々
の
心
の
有
り
様
に
少
な
か
ら
ぬ
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
特
に
被
災
地
で
は
、
如
何
に
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
た
と
し
て
も
、
心
に
受
け
た
傷
を
癒
や
せ
る
は
ず
は
な
く
、
漠
然
と
し
た
不
安
を
紛
ら
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
精
神
的
な
痛
手
の
救
済
は
、
宗
教
や
芸
術
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
人
々
に
生
き
る
活
力
を
も
た
ら
す
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
多
く
の
ア
ー
チ
ス
ト
が
被
災
地
を
訪
れ
、
個
人
的
な
、
ま
た
は
組
織
的
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
の
イ
ベ
ン
ト
を
行ったが、能楽師もまた他の芸術家と同じく被災者の心の救
済
と
な
る
文
化
復
興
と
向
き
合
っ
た
。
本
展
望
で
は
ま
ず
文
化
復
興
に
対
す
る
能
界
の
取
り
組
み
か
ら
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
東
日
本
大
震
災
の
直
後
か
ら
、
能
界
は
被
災
地
の
文
化
面
で
の
復
興
を
支
え
る
べ
く
活
動
を
開
始
し
た
が
、
平
成
型
年
も
種
々
の
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
。
第
一
に
取
り
上
げ
る
べ
き
は
「
息
吹
の
会
」
の
活
動
で
能
界
展
望
（
平
成
二
十
四
年
）
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
被
災
地
で
の
能
楽
の
公
演
や
普
及
活
動
の
存
続
を
目
指
し
て
、
観
世
会
・
金
春
円
満
井
会
・
宝
生
会
・
金
剛
会
・
喜
多
流
職分会・万作の会・梅若会・梅若研能会・観世九皐会・梅猶
会
・
緑
泉
会
・
下
掛
宝
生
会
・
東
京
能
楽
聡
子
科
協
議
会
・
能
楽
協
会
の諸団体が一致協力して、この年に発足した会である。実行
委
員
会
は
、
シ
テ
方
、
三
役
の
流
儀
の
垣
根
を
越
え
て
組
織
さ
れ
、
実
行
委
員
は
、
柿
原
光
博
・
小
島
英
明
・
小
寺
真
佐
人
・
佐
々
木
多
門
・
八
反
田
智
子
・
水
上
優
・
山
井
綱
雄
の
諸
氏
が
あ
た
り
、
補
佐
を
岡
久
広・國川純の両氏がつとめた。
実
際
の
活
動
と
し
て
は
、
３
月
７
日
に
東
京
の
観
世
能
楽
堂
で
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
能
が
催
さ
れ
、
観
世
清
和
・
金
春
安
明
・
金
剛
永
謹
・
友
枝
昭
世
・
三
川
泉
な
ど
の
家
元
や
諸
流
儀
を
代
表
す
る
演
者
が
無
報
酬
で
出
演
し
た
。
こ
の
東
京
公
演
で
の
収
益
を
基
盤
と
し
て
、
そ
の後被災地である福島県いわき市や岩手県大船渡市でチャリ
ティー公演が開催され、能と狂言その他が上演された。大船
渡
市
の
公
演
で
は
、
翌
日
に
平
泉
・
中
尊
寺
白
山
神
社
能
舞
台
で
学
生
能楽鑑賞会が行われ、地元の平泉小学校・長島小学校から二
二○人ほどの児童が招待された。翌妬年２月ｎ
日には宮城県
多
賀
城
市
に
お
い
て
も
催
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
流
儀
を
越
え
た
能
界
小
林
健
二
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あげての取り組みで、これらは人道的な文化活動として特筆
されよう。
復
興
能
は
「
息
吹
の
会
」
だ
け
で
は
な
い
。
震
災
が
お
こ
っ
た
３
月
ｎ
日
の
前
後
に
は
、
前
年
に
続
い
て
第
二
回
目
の
東
日
本
大
震
災
義
損
能が、Ⅲ日に福岡の大濠公園能楽堂、ｎ日に大阪能楽会館、
Ⅲ
日
に
京
都
観
世
会
館
の
各
地
で
行
わ
れ
た
。
京
都
観
世
会
館
で
は
能
楽
公
演
の
他
に
講
演
と
展
示
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
国
立
能
楽
堂
では３月肥日に企画公演〈砧〉（シテ観世清和）の上演と合わ
せ
て
「
復
興
と
文
化
ｌ
東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
ｌ
」
と
題
す
る
記
念
講
演
会
が
設
け
ら
れ
た
。
講
師
は
鷲
田
清
一
で
「
語
り
き
れ
な
い
こ
と
ｌ
災
害
か
ら
の
復
興
と
文
化
の
カ
ー
」
と
い
う
題
で
行
わ
れ
た
が
、
こ
の
「
復
興
と
文
化
」
は
こ
れ
以
降
も
平
成
別
年
か
ら
シ
リ
ー
ズ
化
す
る
こ
と
に
な
り
、
震
災
復
興
を
テ
ー
マ
と
す
る
講
演
と
被
災
地
に
関
係
す
る
能
が
上
演
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
【主な復興能】
◎
３
月
７
日
観
世
能
楽
堂
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
能
第
一
部
〈神歌〉（観世清和）・〈附子〉（野村万作）・〈羽衣〉（シテ武田
孝史）ほか、第二部〈翁素謡〉（金春安明）・〈附子〉（石田幸
雄）・〈羽衣〉（シテ岡久広）ほか。
◎
３
月
、
日
大
濠
公
園
能
楽
堂
。
第
二
回
東
日
本
大
震
災
義
援
能
、
〈那須与一語〉（野村万緑）・半能〈田村・長胡座〉（シテ鷹尾
鮮史）ほか。
◎３月、日大阪能楽会館。第二回東日本大震災義損能、〈蝸
牛〉（善竹隆司）・半能〈当麻〉（シテ大西智久）ほか。
復
曲
〈
阿
古
屋
松
〉
の
競
演
こ
の
年
も
多
く
の
新
作
能
や
復
曲
が
上
演
さ
れ
た
が
、
最
も
注
目
さ
れ
た
の
は
現
存
す
る
世
阿
弥
自
筆
の
能
本
で
最
後
ま
で
舞
台
化
が
な
さ
れなかった〈阿古屋松〉が、東西で相次いで復曲公演されたこ
と
で
あ
ろ
う
。
西
で
は
、
６
月
Ⅳ
日
に
京
都
観
世
会
館
で
シ
テ
片
山
幽
雪
、
ワ
キ
宝
生
欣
哉
、
大
鼓
河
村
大
、
小
鼓
吉
阪
一
郎
、
笛
杉
市
和
、
太
鼓
前
川
光
範
で
上
演
さ
れ
た
が
、
注
目
す
べ
き
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
４
月
９
日
に
「
復
曲
試
演
の
会
プ
レ
公
演
」
と
し
て
、
本
公
演
と
同
じ
配
役
で
研
究
者
や
報
道
関
係
者
を
対
象
に
試
演
会
を
行
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
監
修
は
西
野
春
雄
・
味
方
健
の
二
人
で
、
世
阿
弥
自
筆
本
の
詞
章
を
約
三
分
の
一
ほ
ど
刈
り
込
み
、
後
シ
テ
の
塩
篭
明
神
に
翁
面
、
そ
れ
も
白
式
尉
の
塗
装
が
剥
げ
て
黒
式
尉
と
見
ま
が
う
ば
か
り
の
黒
い
面
を
か
け
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
真
之
序
之
舞
の
途
中
か
ら
ワ
キ
が
シ
テ
の
舞
を
継
い
で
ま
う
な
ど
、
演
出
上
の
工
夫
も
な
さ
れ
た
。
間
狂
言
は
味
方
健
の
作
で
あ
る
。
◎
３
月
週
日
京
都
観
世
会
館
。
第
二
回
東
日
本
大
震
災
義
援
能
、
第
一
部〈杜若・恋之舞〉（シテ大江又三郎）、第二部〈養老・水派之
伝〉（シテ井上裕久）ほか。
◎８月四日いわき芸術文化交流館アリオス。息吹の会、〈仏
師〉（野村万蔵）・〈田村〉（前シテ水上輝和、後シテ佐野登）。
◎
９
月
Ⅳ
日
大
船
渡
市
民
文
化
会
館
リ
ア
ス
ホ
ー
ル
。
息
吹
の
会
、
普
及公演〈柿山伏〉（石田幸雄）・半能〈高砂〉（シテ佐藤章雄）、
本公演〈酢謹〉（石田幸雄）・〈羽衣〉（シテ内田成信）。
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一方、東では京都でプレ公演が行われた約三週間後の４月
〃
日
・
別
日
に
、
国
立
能
楽
堂
に
お
い
て
、
松
岡
心
平
の
監
修
で
シ
テ
観
世
清
和
・
ワ
キ
森
常
好
・
大
鼓
亀
井
広
忠
・
小
鼓
大
倉
源
次
郎
・
笛
藤
田
六
郎
兵
衛
・
太
鼓
観
世
元
伯
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
世
阿弥生誕六五○年（平成筋年）のプレイベントとして国立能楽
堂が企画した「世阿弥自筆本による能」の棹尾をかざる催し
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
、
こ
ち
ら
は
、
自
筆
本
に
沿
っ
た
復
曲
と
な
っ
た
。
公
演
に
先
立
ち
３
月
週
日
に
は
、
能
楽
特
別
講
座
「
世
阿
弥
自
筆
本
と
阿
古
屋
松
」
も
行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
、
展
示
室
で
は
松
岡
の
監
修
に
よ
る
企
画
展
「
観
世
文
庫
展
」
が
開
催
さ
れ
、
観
世
文
庫
に所蔵される〈阿古屋松〉を含む世阿弥自筆能本の展示もなさ
れた。この
世
阿
弥
自
筆
能
本
に
よ
る
復
曲
の
競
演
は
、
陸
奥
の
歌
枕
を
舞
台
と
す
る
こ
と
か
ら
、
期
せ
ず
し
て
前
年
に
被
災
し
た
東
北
地
方
を
鎮
魂
す
る
意
味
を
持
つ
こ
と
と
な
っ
た
が
、
工
夫
を
加
え
た
も
の
と
、
な
る
べ
く
手
を
加
え
ず
に
復
曲
し
た
も
の
と
を
比
較
で
き
る
上
で
有
意
義
な
催
し
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
現
状
ｌ
「
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
廃
刊
と
『花もよ』の創刊
能
楽
の
普
及
を
側
面
か
ら
支
え
る
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
（
能
楽
を
専
門
に
扱
う
雑
誌
や
新
聞
）
の
面
で
は
、
「
能
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
が
、
号
で休刊したことがあげられる。これについては柳沢新治氏の
「
発
信
の
場
が
消
え
て
ゆ
く
」
ｓ
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
川
号
）
を
参
照
願
い
た
い
が
、
平
成
ｎ
年
に
『
Ｄ
Ｅ
Ｎ
』
が
印
号
で
休
刊
し
た
の
に
続
い
て
の
こ
と
で
、
能
楽
の
情
報
を
社
会
に
発
信
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
喪
失
は
、
能
が
社
会
の
表
舞
台
か
ら
遠
退
く
現
象
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
よ
う
。
「能楽ジャーナル」は、能評・狂言評はもちろんのこと、「評
談
・
能
界
展
望
」
と
題
す
る
能
界
の
現
状
と
問
題
を
様
々
に
取
り
上
げ
た座談会、「地方からのメール」など地方の能界情報、「能楽
師
に
聞
く
」
「
こ
の
人
に
聞
き
た
い
」
の
対
談
な
ど
小
冊
子
な
が
ら
内
容
が
豊
富
で
、
情
報
誌
と
し
て
貴
重
な
媒
体
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
能
と
狂
言
の
総
合
誌
「
花
も
よ
』
が
、
小林わかば氏の編集により５月１日に創刊（表紙も合わせて
全
別
頁
）
さ
れ
た
。
「
花
も
よ
」
は
「
花
も
よ
ど
か
ら
の
命
名
と
の
こ
と
で
、
隔
月
の
刊
行
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
成
田
美
名
子
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
イ
、
観
世
清
和
の
巻
頭
言
、
い
ず
み
玲
の
能評、金子直樹の舞台随想、村尚也の能評、加賀髭のコラム、
森
田
拾
史
郎
の
お
宝
写
真
館
、
近
藤
乾
之
助
の
芸
談
、
三
宅
晶
子
の
能
の現代、高桑いづみの能・狂言演出の焦点、公演情報、今月
の
オ
ス
ス
メ
と
先
取
り
情
報
と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
と
ん
で
い
る
が
へ
三
宅
の「能の現代①テクスト論的能の解釈学」や、高桑「能・狂
言演出の焦点①「棒縛」または流行歌の謡い方」の研究的
な連載もあり、読み応えがある。
また、ｎ月刊行の第４号には付録に観世寿夫の〈那郵〉の貴
重録音（皿分ＣＤ付）が付けられて評判をよんだ。これは寿夫
師がロンドン大学のオニール教授の依頼をうけて、昭和躯、
羽
年
頃
、
加
代
の
前
半
に
録
音
し
た
も
の
で
、
昭
和
弘
年
に
ア
メ
リ
カ
へ212
でのみ発売されたＬＰレコードをデジタル化したものである。
こ
の
後
、
「
花
も
よ
』
で
は
音
源
資
料
を
次
々
と
世
に
出
し
て
評
判
を
得ることとなる。
現
在
で
は
、
能
楽
の
情
報
を
発
信
す
る
紙
媒
体
は
、
こ
の
『
花
も
よ
」
と
「
能
楽
タ
イ
ム
ズ
」
の
二
誌
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
ブ
ロ
グ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
台
頭
が
あ
ろ
う
が、このような能楽ジャーナリズムの変貌は、能界にも種々
の影響をおよぼすことになろう。
外
国
の
物
語
を
素
材
と
し
た
新
作
能
こ
の
年
も
新
作
能
の
上
演
が
相
次
い
だ
が
、
目
立
っ
た
の
が
海
外
の
素
材
を
用
い
た
新
作
能
で
あ
る
。
３月６日、立教大学タッカーホールで〈聖パウロの回心〉が
上
演
さ
れ
た
。
台
本
の
制
作
は
国
文
学
者
で
作
家
の
林
望
が
あ
た
り
、
演
出
は
シ
テ
も
つ
と
め
た
観
世
清
和
、
ア
イ
狂
言
は
野
村
萬
斎
が
つ
と
めた。立教大学が百三十八年前に米国聖公会の宣教師により
開
か
れ
た
「
聖
パ
ウ
ロ
学
校
」
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
作
者
で
あ
る
林
は聖パウロの回心（新しい信仰に目覚めること）をテーマにし
た
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
を
迫
害
し
、
盲
目
と
な
っ
た
パ
ウ
ロ
が
イ
エ
ス
の
使
徒
の
手
で
開
眼
し
、
キ
リ
ス
ト
教
に
帰
依
す
る
と
い
う
内
容
で
、
一
年
前
の
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の
鎮
魂
と
再
生
の
祈
り
も
込
め
ら
れ
て
い
る
。
４月６日、梅若能楽会館で新作〈ポトマック桜〉がシテ津村
禮
次
郎
、
ツ
レ
伊
藤
嘉
章
で
上
演
さ
れ
た
。
作
者
は
上
田
邦
義
で
「
尾
崎
行
雄
と
エ
イ
ブ
ラ
ハ
ム
・
リ
ン
カ
ー
ン
の
夢
」
の
副
題
が
付
さ
れ
る
よ
う
に
、
尾
崎
行
雄
が
東
京
市
長
だ
っ
た
一
九
一
二
年
、
日
露
戦
争
の
講
和
に
尽
力
し
た
米
国
に
感
謝
し
て
桜
の
苗
木
三
千
本
を
贈
っ
た
が
、
こ
れ
が
今
も
ポ
ト
マ
ッ
ク
河
畔
に
咲
き
誇
り
名
物
と
な
っ
て
い
る
ポ
ト
マック桜のルーツであり、今年がその百周年にあたるので、
記念とすべく新作されたものである。
〈ジャンヌ・ダルク〉が西野春雄により新作され、５月５日
に
フ
ラ
ン
ス
の
オ
ル
レ
ア
ン
、
７
日
に
パ
リ
、
９
日
に
エ
ク
サ
ン
プ
ロ
バ
ン
ス
で
、
シ
テ
狩
野
誘
鵬
に
よ
り
上
演
さ
れ
た
。
作
曲
・
演
出
・
考
案
は
狩
野
誘
鵬
と
山
本
東
次
郎
。
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
率
い
る
フ
ラ
ン
ス
軍
が
オ
ル
レ
ア
ン
市
を
解
放
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
毎
年
５
月
７
．
８
日
に
「
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
祭
り
」
が
あ
り
、
こ
の
年
が
生
誕
六
百
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
新
作
上
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
８月ｎ日、国立能楽堂で新作〈散尊（サムソン）〉がシテ辰巳
満
次
郎
で
上
演
さ
れ
た
。
青
山
学
院
大
学
文
学
部
英
米
文
学
科
が
主
催
し
、
日
本
ミ
ル
ト
ン
協
会
の
共
催
で
行
わ
れ
た
「
第
十
回
国
際
ミ
ル
ト
ン
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
記
念
行
事
」
と
し
て
上
演
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
詩
人
ミ
ル
ト
ン
の
詩
劇
「
闘
士
サ
ム
ソ
ン
』
を
も
と
に
作
ら
れ
た
も
の
で
、
作
詞
は
詩
人
の
高
橋
睦
郎
、
演
出
・
節
付
は
シ
テ
の
辰巳満次郎があたった。
ｎ月皿日、国立能楽堂で新作能〈骨の夢〉がシテ浅見慈一で
上演された。早稲田大学国際教養学術院大学教授関根勝がイ
エ
ー
ッ
の
戯
曲
を
翻
案
し
た
も
の
。
原
作
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
を
舞
台
に
英
国
支
配
の
原
因
と
な
っ
た
不
倫
の
恋
人
達
の
魂
が
さ
ま
よ
う
物
語
で
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【記念公演・特別公演】
◎
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
開
場
十
周
年
記
念
特
別
公
演
ｌ
宝
生
流
Ｉ２月４日、〈乱、膝行〉（シテ武田孝史）・〈二人袴〉（山本東
次郎）・〈石橋、連獅子〉（宝生和英）ほか。
◎
虎
明
没
後
三
百
五
十
年
忌
狂
言
大
蔵
会
２月５日国立能楽堂。〈居杭〉（大蔵彌太郎）・〈通圓〉（善竹
十郎）ほか。
◎
神
遊
十
五
周
年
記
念
四
十
二
回
公
演
２月別日国立能楽堂。〈木曽願書〉（シテ観世喜正）・〈那須与
一〉（野村万作）・〈船弁慶、重キ前後巷など〉（シテ観世喜
正）。
◎
日
中
友
好
四
十
周
年
記
念
白
翔
会
３月肥日国立能楽堂。〈那郵〉（シテ坂井音晴）・〈末広〉（山
本則俊）・〈石橋十二段ノ式〉（シテ坂井音重）。
◎
セ
ル
リ
ア
ン
タ
ワ
ー
能
楽
堂
開
場
十
周
年
記
念
特
別
公
演
ｌ
金
剛
流
Ｉ
あ
る
の
を
、
沖
縄
の
島
津
支
配
に
置
き
換
え
て
結
構
さ
れ
て
い
る
。
以
上
、
目
に
付
い
た
も
の
を
上
げ
た
が
他
に
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
能
の
形
式
、
特
に
夢
幻
能
は
簡
潔
で
完
成
さ
れ
た
形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
定
さ
れ
る
人
物
と
場
所
さ
え
あ
れ
ば
、
時
間
や
空
間
を
問
わ
ず
に
新
作
が
可
能
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
題
材
は
無
限
で
、
海
外
に
ま
で
広
が
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
新
作
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で
あ
る
。
【復曲・新作など］
◎復曲能〈経盛〉
２
月
４
日
大
槻
能
楽
堂
。
自
主
公
演
能
、
天
野
文
雄
監
修
。
（
シ
テ
多
久
島
利
之
・
ワ
キ
福
王
茂
十
郎
）
。
淡
路
島
を
舞
台
に
、
平
敦
盛
の
父
経
盛
と
母
の
二
人
が
熊
谷
直
実
の
使
者
か
ら
我
が
子
の
戦
死
を
告
げ
ら
れ、直実の書状と敦盛の形見を送られる。
◎新作狂言〈信楽たぬきの変身〉
２
月
、
日
日
野
町
町
民
会
館
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
大
ホ
ー
ル
・
皿
日
東近江市てんびんの里文化学習センター。おうみ狂言図鑑。
藤井組作、茂山あきら演出。茂山正邦出演。
◎新作能〈ルター〉
３月別日、〈内外詣〉（シテ、金剛永謹）・〈縄絢〉（茂山千五
郎）・〈土蜘蛛〉（手嶋三千春）ほか。
◎
石
川
県
立
能
楽
堂
．
四
十
周
年
記
念
能
四月６日石川県立能楽堂。〈翁素謡三宝生英和）・〈末広か
り〉（野村祐丞）・〈七人猩々〉ほか。
◎
プ
リ
テ
ン
生
誕
百
年
を
前
に
ｌ
原
作
と
オ
ペ
ラ
の
日
英
連
続
公
演
ｌ
能〈隅田川〉・教会オペラ「カーリュー・リバー」
、月肥日東京芸術大学奏楽堂。〈隅田川〉（シテ関根知孝、ワ
キ宝生閑）・オペラ（鈴木准テノール、福島明也バリトン）。
９
月
に
「
カ
ー
リ
ュ
ー
・
リ
バ
ー
」
初
演
の
地
、
イ
ギ
リ
ス
の
オ
ー
フ
ォ
ー
ド
教
会
で
、
英
国
人
の
演
出
・
美
術
・
指
揮
に
よ
る
日
英
の
コ
ラ
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
上
演
し
た
舞
台
の
凱
旋
公
演
。
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２
月
Ⅳ
日
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
内
講
堂
。
上
村
敏
文
作
、
（シテ上田公威）日文研・伝統文化芸術総合研究プロジェクト
公
演
会
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
主
催
、
監
修
大
倉
源
次
郎
。
数
年
後に完成を目指す試演会として位置づけられた公演。
◎新作能〈五輪書ｌ武蔵伝〉
２
月
旧
日
熊
本
県
益
城
町
文
化
会
館
。
演
出
・
出
演
、
喜
多
流
の
狩
野
誘
鵬
、
原
作
は
大
江
捷
也
。
二
天
一
流
を
極
め
た
武
蔵
が
幾
多
の
戦
い
の
末
、
無
明
の
闇
の
中
で
自
問
自
答
し
、
岩
戸
観
音
の
導
き
で
人
と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
を
悟
る
。
（
シ
テ
狩
野
誘
鵬
）
他
に
塩
津
哲
生
・
香
川
靖嗣ほか。
◎復曲能〈常陸帯〉
７
月
邪
日
国
立
能
楽
堂
。
企
画
公
演
「
復
曲
・
再
演
の
夕
べ
」
（
シ
テ
浅
見
真
州
）
節
付
・
演
出
、
浅
見
真
州
。
能
本
作
成
、
西
野
春
雄
。
鹿
島
神
宮
の
縁
結
び
の
神
事
を
題
材
と
し
た
能
で
、
祝
祭
の
雰
囲
気
賑
や
か
に
、
鹿
島
明
神
の
神
威
の
下
、
歌
の
書
か
れ
た
帯
を
介
し
て
男
女
が
巡
り
会
う
と
い
う
内
容
。
平
成
別
年
ｎ
月
に
鹿
島
神
宮
で
初
演
さ
れ
た
ものの再演。
◎新作狂言〈はだかの殿様〉
８
月
４
日
・
５
日
日
生
劇
場
。
こ
ど
も
の
た
め
の
お
も
し
る
狂
言
。
松
本
薫
作
、
演
出
。
茂
山
正
邦
出
演
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
「
は
だ
か
の
王
様」による新作。
◎新作能〈ひめゆりの乙女達〉
８
月
５
日
紀
尾
井
ホ
ー
ル
（
小
ホ
ー
ル
）
。
宮
西
ナ
オ
子
作
、
（
シ
テ
足
立禮子）演出、足立禮子。舞台装飾・横井紅炎（草月流）。
◎新作能〈素兎（しろうきぎ）〉
８月８日箱根神社。箱根薪能、（シテ桜間右陣）古事記一三○
○
年
記
念
公
演
新
作
能
櫻
間
右
陣
作
。
節
付
・
型
付
も
右
陣
。
◎新作狂言〈警備員の悩み〉
９
月
閉
日
先
斗
町
歌
舞
練
場
。
茂
山
狂
言
国
乞
孟
の
匿
房
。
土
田
英
生
作
。
茂
山
茂
演
出
・
出
演
。
◎新作狂言〈是非に及ばず〉
９
月
別
日
先
斗
町
歌
舞
練
場
。
茂
山
狂
言
団
ご
夢
め
ど
浜
。
土
田
英
生
作
。
茂
山
宗
彦
演
出
・
出
演
。
◎新作狂言〈鯉山の話〉
９
月
別
日
先
斗
町
歌
舞
練
場
。
茂
山
狂
言
毎
ご
毒
の
ど
房
。
ご
ま
の
は
え
作
。
茂
山
逸
平
演
出
・
出
演
。
◎新作狂言〈伝統は絶えた〉
９
月
別
日
先
斗
町
歌
舞
練
場
。
茂
山
狂
言
西
ご
壼
口
室
屋
。
ご
ま
の
は
え
作
。
茂
山
正
邦
演
出
・
出
演
。
◎新作狂言〈犬の目〉
加月肥日大江能楽堂。春蝶・逸平の一緒に遊びまめ西○三。
茂山逸平作・演出・出演。落語の「犬の目」よりの新作。
◎新作能〈沙院〉
ｎ月７日札幌市教育文化会館。「能の会』札幌公演、（シテ永
島
忠
侈
）
作
・
演
出
は
永
島
忠
侈
。
江
戸
前
期
、
青
森
の
十
三
湊
か
ら
北海道（蝦夷）に渡った円空とおぼしき行脚僧が土地の人に話
を
た
ず
ね
る
と
、
ア
イ
ヌ
の
酋
長
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
に
つ
い
て
語
る
。
中
入
り
後
に
、
酋
長
の
幽
霊
が
あ
ら
わ
れ
当
時
の
戦
い
と
そ
の
思
想
を
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述
べ
、
舞
働
く
。
◎新作能〈出雲〉
ｎ
月
８
日
出
雲
大
社
。
出
雲
篝
舞
台
、
（
シ
テ
桜
間
右
陣
）
古
事
記
一
三
○
○
年
記
念
公
演
新
作
能
。
樫
間
右
陣
作
。
節
付
・
型
付
も
右
陣
。
◎新作狂言〈食道楽〉
ｎ
月
Ⅲ
日
・
閉
日
国
立
能
楽
堂
。
万
作
を
観
る
会
。
野
村
万
作
作
。
万
作演出・出演。北大路魯山人「春夏秋冬料理天国」所収狂言
「食道楽」による新作。
◎新作狂言〈ひめあらそい〉
ｎ
月
ｎ
日
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
。
津
ご
房
の
ど
夢
旨
。
茂
山
逸
平
作・演出。茂山童司出演。能〈葵上〉による新作。
◎新作狂言〈因巨【【＆三四国同〉
ｎ
月
〃
日
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
。
四
彦
声
の
ど
浜
局
。
茂
山
童
司
作
・
演
出
。
シ
テ
は
な
く
、
茂
山
逸
平
、
童
司
、
正
邦
、
片
岡
孝
太
郎
の
出
演
。
歌
舞
伎
十
八
番
「
鳴
神
」
に
よ
る
新
作
。
◎新作狂言〈手元にあるこの一一一本の線を辿るとその先にある
のは貴方か蔵か仏壇かそれともここはいったいどこなんだ〉
ｎ
月
昭
日
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館
。
国
と
急
め
ど
屋
旨
。
茂
山
童
司
作・演出。茂山逸平出演。落語の「たちぎれ線香」よりの新
作。◎新作狂言〈鬼来迎〉
ｎ
月
羽
日
千
葉
県
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル
・
皿
月
別
日
千
葉
県
東
総
文
化
会
館
。
小
笠
原
匡
作
。
小
笠
原
匡
演
出
・
出
演
。
創
作
狂
言
と
称
す
。
◎新作狂言〈ラーメン忠臣蔵ｌメンマの逆襲ｌ〉
【講座・展覧会など】
◎
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
声
閂
三
⑦
ｌ
演
じ
る
と
い
う
こ
と
」
１
月
〃
日
～
別
日
、
早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｏ
○
国
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
「
ア
ル
ベ
ー
ル
・
カ
ー
ン
博
物
館
所
蔵
能
・
京
舞
映
像
記録上映」にて百年前の最古の能映像〈小鍛冶〉〈望月〉〈橋弁
慶〉〈羽衣〉〈隅田川〉を上映。シテ金剛謹之輔など。
◎
特
別
企
画
、
観
世
文
庫
創
立
二
○
周
年
記
念
「
観
世
文
庫
展
」
平
成
路年ｎ月より皿年４月別日、国立能楽堂。松岡心平の監修。
観
世
文
庫
蔵
の
世
阿
弥
自
筆
能
本
「
布
留
」
「
難
波
梅
」
「
松
浦
佐
用
姫
」
「
阿
古
屋
松
」
を
は
じ
め
と
し
て
観
世
宗
家
伝
来
の
能
楽
資
料
が
展示された。
【海外公演】
◎日印国交樹立六○周年記念「観世流能公演」
８
月
皿
・
幻
日
イ
ン
ド
の
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
と
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
〈
羽
衣和合之舞〉（シテ観世清和）・〈羽衣和合之舞〉（シテ観世芳伸）。
◎
ブ
リ
テ
ン
生
誕
百
年
を
前
に
ｌ
原
作
と
オ
ペ
ラ
の
日
英
連
続
公
演
ｌ
能〈隅田川〉・教会オペラ「カーリュー・リバー」
９
月
７
．
９
日
ロ
ン
ド
ン
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
・
ス
ピ
ル
タ
ル
フ
ィ
ー
ル
ズ
、
サ
フ
ォ
ー
ク
州
オ
ー
フ
ォ
ー
ド
聖
バ
ー
ソ
ロ
ミュー教会（初演の地）、（シテ関根知孝・ワキ殿田謙吉）。
ｎ
月
肥
日
パ
ル
テ
ノ
ン
多
摩
小
ホ
ー
ル
。
大
蔵
流
茂
山
狂
言
笑
い
の
座
。
茂
山
童
司
作
。
茂
山
童
司
演
出
・
出
演
。
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◎
特
別
講
演
「
観
世
流
江
戸
期
謡
本
の
世
界
」
、
特
別
展
示
「
観
世
流
江戸期版本」
３
月
旧
日
・
砠
日
。
京
都
観
世
会
館
、
講
演
者
は
味
方
健
。
大
震
災
の
復興を記念した講演と展示。
プ
レ
ー
ン
◎
開
館
三
十
周
年
記
念
『
岩
倉
具
視
の
能
楽
再
興
を
支
え
た
人
物
ｌ
久
米邦武と能楽展」
６
月
２
日
～
７
月
皿
日
、
久
米
美
術
館
。
久
米
邦
武
の
原
稿
類
を
中
心
に
、
明
治
の
能
楽
復
興
運
動
と
能
楽
研
究
についての展示。
◎
能
楽
特
別
講
座
「
世
阿
弥
自
筆
本
と
阿
古
屋
松
」
３
月
週
日
、
国
立
能
楽
堂
。
平
清
水
公
宣
（
萬
松
寺
住
職
）
・
菊
地
仁
（山形大学教授）・松岡心平（東京大学教授）。
◎
大
倉
集
古
館
特
別
展
「
観
世
宗
家
の
至
宝
」
４
月
１
日
～
６
月
３
日
。
世
阿
弥
自
筆
「
花
伝
第
六
花
修
」
「
花
伝
第
七
別
紙
口
伝
』
を
は
じ
め
、
観
世
流
宗
家
伝
来
の
能
面
・
能
装
束
・
古
文書などを展示。
◎金沢能楽美術館「新・古能面展Ⅲ」
９
月
８
日
～
刈
日
。
加
賀
宝
生
に
伝
え
ら
れ
る
江
戸
時
代
ま
で
に
作
ら
れた古面と、全国から募集した現代能面美術展〈公募〉の優秀
作を展示。
◎
能
の
か
た
ち
ｌ
之
帛
宅
。
ｚ
美
の
玉
手
箱
９
月
巧
日
～
ｎ
月
ｎ
日
、
福
岡
市
立
博
物
館
。
第
一
部
能
面
と
能
装
束
、
第
二
部
彩
色
の
下
・
面
の
裏
、
第
三
部
能
と
人
々
の
三
部
か
ら
な
り
、
一
六
九
面
に
お
よ
ぶ
能
・
狂
言
面
を
展
示
す
【襲名・改名】
宗家預かりであった大鼓葛野流の亀井忠雄が宗家会の承諾を
る
な
ど
見
応
え
の
あ
る
特
別
展
。
二
七
○
頁
に
わ
た
る
図
録
も
充
実
し
ている。
◎
国
立
能
楽
堂
特
別
展
「
加
賀
の
能
楽
名
品
展
」
９
月
ｎ
日
～
ｎ
月
ｎ
日
。
金
沢
能
楽
美
術
館
所
蔵
で
佐
野
家
伝
来
の
能
面
ｕ
面
と
能
装
束
、
金
沢
市
尾
山
神
社
に
伝
わ
る
悪
尉
面
や
、
加
賀
市
の
江
沼
神
社
の
前
田
家
藩
主
所
縁
の
能
面
・
能
装
束
な
ど
を
展
示
。
◎
横
浜
能
楽
堂
特
別
展
「
美
の
世
阿
弥
華
の
信
光
」
９
月
別
日
～
平
成
妬
年
１
月
旭
日
。
企
画
公
演
「
美
の
世
阿
弥
華
の
信
光
」
（
三
回
）
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
、
能
装
束
研
究
の
山
口
意
が
制
作
し
た
装
束
の
中
か
ら
、
梅
若
玄
群
・
浅
見
真
州
・
大
槻
文
蔵
が
公
演
に
使
用
す
る
た
め
に
選
ん
だ
装
束
が展示された。
◎
、
月
肥
日
能
楽
研
究
所
創
立
六
○
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
能
の
所
作
を
考
え
る
１
通
底
す
る
も
の
・
際
立
つ
も
の
ｌ
」
第三十八号彙報参照。
◎
観
阿
弥
生
誕
六
八
○
年
・
世
阿
弥
生
誕
六
五
○
年
記
念
「
風
姿
花
伝
観世宗家展」
ｎ
月
〃
日
～
翌
１
月
ｎ
日
。
松
屋
銀
座
イ
ベ
ン
ト
ス
ク
ェ
ア
世阿弥自筆「花伝第六花修』「花伝第七別紙口伝』をはじめ、
重要美術品である弥勒作の翁面や、伝来の能装束など、約一
三○点を展示。監修、観世清和・松岡心平。
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◎
地
域
文
化
功
労
◎
文
化
庁
芸
術
祭
◎
観
世
寿
夫
記
念
楽
研
究
者
羽
田
昶
受
賞
理
由
、
第
三
◎
催
花
賞
一
色
受
賞
理
由
、
第
三
【日本能楽会・能楽協会関係】
◎
日
本
能
楽
会
【栄誉・受賞】
◎
第
六
十
六
回
文
化
庁
芸
術
祭
賞
萬
歳
楽
座
（
藤
田
六
郎
兵
衛
主
催
）
◎
春
の
叙
勲
旭
日
小
綬
章
野
村
万
作
・
亀
井
忠
雄
、
旭
日
双
光
章
松
野
恭
憲
◎
第
五
回
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
財
団
賞
・
伝
統
文
化
大
賞
公
益
財
団
法
人
山
本
能
楽
堂
◎
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
認
定
山
本
東
次
郎
認定理由「狂言の技法を高度に体現し、剛直、端正で品格を
重
ん
じ
る
山
本
家
の
芸
風
を
守
り
つ
つ
、
天
性
の
端
麗
さ
を
加
え
た
円
転
滑
脱
な
独
自
な
境
地
を
確
立
す
る
と
と
も
に
、
後
進
の
育
成
や
能
楽
の振興にも尽力している。」
◎
秋
の
叙
勲
旭
日
双
光
章
武
田
志
房
・
山
本
則
俊
◎
地
域
文
化
功
労
者
川
島
英
治
◎
文
化
庁
芸
術
祭
賞
野
村
萬
斎
・
上
田
拓
司
◎
観
世
寿
夫
記
念
法
政
大
学
能
楽
賞
喜
多
流
シ
テ
方
粟
谷
能
夫
・
能
得
て
７
月
よ
り
宗
家
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
十町十
八能八
号楽号
彙保彙
報存報
参会参
照照
００
◎
能
楽
協
会
【役員構成】
〈理事長》野村萬
〈副理事長》福王茂十郎・観世鏡之丞
〈専務理事》本田光洋
〈常務理事》香川靖嗣・武田宗和
［役員構成】
〈会長》野村四郎
〈常務理事》観世清和・金春安明・亀井保雄・金剛永謹・宝生
閑
・
柿
原
崇
志
・
山
本
東
次
郎
《理事》梅若玄祥・浅見真州・武田孝史・豊島三千春・喜多六
平
太
・
粟
谷
能
夫
・
高
安
勝
久
・
藤
田
六
郎
兵
衛
・
観
世
新
九
郎
・
荒
木
賀
光
・
金
春
國
和
・
茂
山
千
五
郎
・
三
宅
右
近
〈監事〉小林与志郎・櫻間金記
◎追加認定（総合認定）者詔名
シテ方ｌ遠田修・柴田稔・中所信夫・下平克宏・鷹尾維教・
浅
井
通
昭
・
藤
波
重
彦
・
小
田
切
康
陽
・
伊
藤
嘉
章
・
馬
野
正
基
・
藤
谷
音
弥
（
弥
は
旧
字
）
・
奥
川
恒
治
・
鷹
尾
章
弘
・
味
方
玄
・
上
田
大
介・浦田保親・分林道治・大西礼久・片山伸吾・山中一馬・
粟
谷
充
雄
・
粟
谷
浩
之
・
狩
野
了
一
・
友
枝
雄
人
・
内
田
成
信
・
金
子
敬
一
郎
、
ワ
キ
方
ｌ
宝
生
欣
哉
、
小
鼓
方
ｌ
横
山
幸
彦
・
吉
阪
一
郎
・
鵜
澤
洋
太
郎
、
大
鼓
方
ｌ
辻
雅
之
・
谷
口
正
箒
、
狂
言
方
ｌ
佐
藤
融
【会員数】Ⅲ名
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【物故者】
●
西
山
松
之
助
近
世
文
化
史
、
家
元
制
度
の
研
究
者
。
東
京
教
育
大
学
名
誉
教
授
。
１
月
７
日
、
老
衰
の
た
め
逝
去
。
享
年
的
。
明
治
妬
年
、
兵
庫
県
で
生
ま
れ
る
。
東
京
文
理
大
学
卒
。
東
京
高
師
教
授
、
東
京
教
育
大
学
助
教
授
を
へ
て
昭
和
胡
年
同
大
学
教
授
。
昭
和
田
年
成
城
大
学
教
授
。
専
攻
は
近
世
文
化
史
。
江
戸
町
人
研
究
会
を
主
宰
、
芸
能
の
家
元
制
度
の
研
究
で
知
ら
れ
た
。
東
京
都
文
化
賞
な
ど
を
受
賞
。
主
な
著
作
に
『
家
元
の
研
究
』
「
江
戸
シ
子
」
「
江
戸
庶
民
の
四
季
」
「
あ
る
文
人
歴
史
家
の
軌
〈理事》浅井文義・一噌隆之・井上裕久・上田貴弘・大倉源次
郎
・
大
坪
喜
美
雄
・
金
井
雄
資
・
観
世
元
伯
・
観
世
喜
正
・
國
川
純
・
善
竹
十
郎
・
種
田
道
一
・
辻
井
八
郎
・
寺
井
榮
・
中
村
邦
生
・
成
田
達
志
・
廣
田
幸
稔
・
前
田
晴
啓
・
森
常
好
・
山
本
章
弘
〈監事》大塚和成・中村元彦・大和滋
〈顧問》観世清和・金剛永謹
【会員数】（平成型年度末）総数１，２９６名
シ
テ
観
世
州
金
春
川
宝
生
加
金
剛
別
喜
多
妬
小
計
肌
ワ
キ
高
安
阻
福
王
肥
宝
生
路
小
計
別
笛
一
増
Ⅱ
森
田
卿
藤
田
４
小
計
田
小
鼓
幸
Ⅲ
幸
清
Ⅲ
大
倉
Ⅳ
観
世
７
小
計
筋
大
鼓
葛
野
、
高
安
ｕ
大
倉
、
石
井
Ⅱ
観
世
２
小
計
〃
太
鼓
観
世
肥
金
春
皿
小
計
細
狂
言
大
蔵
門
和
泉
冊
小
計
伽
跡』など。
●
渡
邊
容
之
助
シ
テ
方
宝
生
流
。
４
月
２
日
、
胆
嚢
管
癌
に
よ
り
逝
去
。
享
年
別
。
●
秋
元
実
平
成
Ⅳ
年
よ
り
公
益
社
団
法
人
能
楽
協
会
監
事
。
５
月
閉
日
、
心
不
全
により逝去。享年刃。
●
横
道
萬
里
雄
能
楽
研
究
者
、
東
京
芸
術
大
学
名
誉
教
授
、
東
京
文
化
財
研
究
所
名
誉
研
究
員
。
６
月
即
日
、
肺
炎
の
た
め
逝
去
。
享
年
冊
。
大
正
５
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
卒
業
。
東
京
国
立
文
化
財
研
究
所
芸
能
部
を
経
て
、
東
京
芸
術
大
学
教
授
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学
付
属
研
究
所
教
授
を
歴
任
。
著
作
に
日
本
古
典
文
学
大
系
「
謡
曲
集
」
「
能
楽
の
研
究
』
な
ど
。
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
、
紫
綬
褒
章
、
日
本
演
劇
学
会
河
竹
賞
、
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞
特
別
賞
、
田
辺
尚
雄
賞
、
法
政
大
学
能
楽
賞
な
ど
を
受
賞
。
文
化
功
労
者
。
東
洋
音
楽
学
会
会
長
、
楽
劇
学
会
会
長
な
ど
を
つ
と
め
る
。
独
自
の
明
噺
な
理
論
で
戦
後
の
能
楽
研
究
を
牽
引
し
た
。
能
の
創
作
に
も
つ
と
め
、
「
鷹
の
泉
」
「
山
室
山」「鷹姫」を新作している。
●
北
村
治
小
鼓
方
大
倉
流
、
人
間
国
宝
。
７
月
Ⅲ
日
、
多
臓
器
不
全
に
よ
り
逝
去
。
享
年
両
。
昭
和
ｎ
年
、
東
京
に
生
ま
れ
る
。
大
倉
流
小
鼓
方
の
北
村
一
郎の長男。父に師事。昭和〃年〈吉野天人〉にて初舞台。昭和
犯年〈道成寺〉、昭和弱年〈関寺小町〉、昭和帥年〈檜垣〉を初演
し
た
。
観
世
寿
夫
、
観
世
栄
夫
、
観
世
静
夫
（
の
ち
の
８
世
観
世
鏡
之
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丞
）
ら
と
と
も
に
能
界
の
革
新
運
動
を
目
指
し
た
華
の
会
の
同
人
。
堅
実
で
秀
麗
な
芸
風
で
知
ら
れ
た
。
●
種
田
道
雄
シ
テ
方
金
剛
流
。
８
月
Ⅳ
日
、
肝
臓
癌
の
た
め
逝
去
。
享
年
冊
。
大
正
Ⅲ
年
に生まれる。種田嘉一の次男。父および初世金剛巌、二
世金剛巌に師事。初舞台は昭和６年の〈鞍馬天狗〉花見。平成
８
年
、
勲
五
等
双
光
旭
日
章
。
平
成
Ⅲ
年
京
都
市
文
化
功
労
者
。
日
本
能
楽
会
員
。
金
剛
会
理
事
や
日
本
能
楽
協
会
理
事
を
歴
任
。
●
福
井
良
治
小
鼓
方
幸
清
流
。
９
月
３
日
、
心
不
全
に
よ
り
逝
去
。
享
年
冊
。
●
山
本
孝
大
鼓
方
大
倉
流
。
ｎ
月
９
日
、
肝
細
胞
癌
に
て
逝
去
、
享
年
泥
。
昭
和
ｎ
年
生
ま
れ
。
父
で
あ
る
山
本
敬
一
郎
お
よ
び
亀
井
俊
雄
に
師
事
。
三
老
女
を
は
じ
め
と
す
る
ほ
と
ん
ど
の
曲
を
披
曲
し
、
復
曲
に
も
積
極
的
に
参
加
す
る
な
ど
、
関
西
の
聡
子
方
を
リ
ー
ド
す
る
存
在
で
あ
っ
た
。
平
成
囚
年
、
旭
日
双
光
章
受
章
。
大
阪
文
化
祭
奨
励
賞
、
大
阪
府
民
劇
場
奨
励
賞
、
大
阪
文
化
祭
賞
、
法
政
大
学
能
楽
賞
、
日
本
芸
術
院
賞
な
どを受賞。
